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附属図書館から「附属図書館吊り天井
耐震化工事」に伴う利用制限について
お知らせです。
　工事期間（2015年８月～ 11月＜予定＞）では、図
書館１階半分が工事区域となります。
　工事区域にある資料は工事区域外に移動し、図
書館の通常サービスをできる限り維持したいと考
えていますが、やむを得ず一部設備・資料につい
て利用制限を行います。
　ご不便をおかけして申し訳ございませんが、ご
了承くださいますようお願いいたします。

大分県立看護科学大学附属図書館
TEL 097-586-4330
http://www.oita-nhs.ac.jp/library/

Information［お知らせ］

○の中に正しい文字を入れ、下記のとおりハガ
キでご応募いただくか、クイズの答えなど１～５ま
でを記載してメール（somu@oita-nhs.ac.jp）で
ご応募ください。正解者の中から抽選で３名様
に図書カード（2，000円分）をプレゼントします。
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当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

ご
あ
い
さ
つ

大
学
の
今

ト
ピ
ッ
ク
ス

新
任
教
職
員
等
ご
紹
介

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

看
護
実
習
を
終
え
て

研
究
紹
介

【締め切り】 9月末日 当日消印有効

看護ひとくち
メ
モ
　食中毒の原因には細菌やウイルスがありますが、梅
雨時から９月頃までは高温多湿な状態が続き、細菌がも
たらす食中毒が多く発生します。
　食事の準備をするときには、食中毒予防の三原則、
細菌を「つけない」「増やさない」、加熱等で「やっつける」
を心がけ、食中毒を防ぎましょう。

食中毒予防の三原則
1　食中毒の原因菌をつけない
2　食中毒の原因菌を増やさない
3　食中毒の原因菌をやっつける

食中毒予防の10か条

8月
9 月

10 月

11 月

12 月

29日（土）

5日（土）
4日（金）～11月27日（金）

30日（水）

1日（木）
31日（土）

21日（土）

10日（木）～11日（金）
24日（木）

大学院入学試験

夏季休業終了
成人急性期実習、成人・
老年看護学慢性期実習、
小児・母性･精神看護学
実習（３年次生）
前期授業終了

後期授業開始
看護国際フォーラム

特別選抜試験
（推薦・社会人）

卒業研究発表会
冬季休業開始

Schedule［スケジュール］

注）スケジュールは、変更になる場合があります。

　ご寄附は、大学の運営のため、大切に活用させ
ていただきます。

韓国カトリック大学看護学科
Ｎａｍ-ｋｉｍ教授 様

ご寄附ありがとうございました
第１条

第２条

第３条

第４条

第５条

第６条

第７条

第８条

第９条

第10条

調理の前によく手を洗うこと。直接手で食べ
物に触れるときはまめに洗うことが必要。食べ
る前には必ず手を洗う。
包丁、まな板、布巾などは、洗剤でよく洗い、
日光や熱湯で消毒する。
煮物、焼き物は十分火を通す。肉やモツ、
鶏卵の中に菌がいる。
臭いや新鮮度に気をつける。危ないと感じた
ら思い切って捨てる。
夏季には生ものを避ける。酢を上手に使うの
も一法。
冷蔵庫を過信しないこと、頻繁なドアの開け
閉めを避ける。週１回は庫内のそうじをする。
調理台や流しはいつも清潔に保つ。流しの生
ごみを放置しない。
子供がペットなどと遊んだ後、よく手を洗わせ
る。犬、猫、ミドリガメからも病原菌がうつる。
海外旅行では、生水を飲まない。生ものを食
べない。オンザロックの氷も要注意。
からだが弱っているとき、疲れているときは消
化のよい、よく火の通った食べ物をとること。



平
成
二
十
七
年
度

後
援
会
会
長
ご
あ
い
さ
つ

平
成
二
十
七
年
度

後
援
会
会
長
ご
あ
い
さ
つ

　
木
陰
と
ベ
ン
チ

の
あ
る
芝
生
広
場

を
通
っ
て
校
舎
に

入
る
。

　
小
高
い
丘
に
立

つ
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
ど
の
場
所
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
景
色
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
四
季
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
広
い
ガ
ラ
ス
窓
、
３
階
ま
で
吹
き
抜
け
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
な
ど
ゆ
と
り
あ
る
学
舎
は
、
こ
こ
を
訪
れ
た
人
の

気
持
ち
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　
看
護
科
学
を
豊
か
に
学
び
追
求
で
き
る
環
境
の
大
学

で
す
。

　
世
界
と
交
流
し
、
地
域
社
会
と
共
に
歩
む
大
学
、

T
hink globally, act locally!

　
ま
さ
に
次
代
の
看
護

を
創
造
で
き
る
大
学
で
す
。

　
在
学
中
の
学
生
の
皆
さ
ん
は
大
変
恵
ま
れ
て
い
ま
す

ね
。
一
度
し
か
な
い
貴
重
な
時
間
で
す
、
い
ろ
ん
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
素
敵
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
私
も
看
護
科
学
大
学
と
学
生
の
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い

が
で
き
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
後
援
会
と
し
ま
し
て
も
皆
さ
ん
が
喜
び
と
誇
り
を

持
っ
て
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
り
、
将
来
の
夢
に
向

け
て
大
学
を
巣
立
っ
て
い
く
こ
と
を
切
に
望
み
な
が

ら
、
精
一
杯
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
関
係
各
位
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大分県立看護科学大学
後援会会長

早 瀬　康 信

　
こ
の
度
、
本
学

の
同
窓
会
で
あ
る

「
四
つ
葉
会
」
会

長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
、
本
学
７

期
生
の
後
藤
成
人

で
す
。
四
つ
葉
会
の
会
長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
四
つ
葉
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々

ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
四
つ
葉
会
の
活
動
に
対
し
て
、
多

く
の
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
会
は
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
の
１
期
生

が
卒
業
し
た
平
成
14
年
に
創
立
さ
れ
、
今
年
で
13
年
目
と

な
る
若
い
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
設
立
当
時
は
80
名
で

あ
っ
た
卒
業
生
も
今
で
は
千
名
を
超
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
四
つ
葉
会
会
員
の
皆
様
や
、
本
学

の
前
身
で
あ
る
大
分
県
立
厚
生
学
院
同
窓
会
草
の
実
会

会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
13
年
間
本
会
会
長
を
務
め
た
江
月
優
子
前
会

長
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
今
後
も
本
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ

う
会
長
と
し
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
四
つ
葉
会
会
員
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご

活
躍
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大分県立看護科学大学同窓会
四つ葉会会長

後 藤　成 人

　
平
成
10
年
に

開
学
し
た
本
学

も
、
18
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、

平
成
20
年
度
に

は
、
日
本
初
と
な
る
Ｎ
Ｐ（
診
療
看
護
師
）
養
成
コ
ー

ス
を
開
設
し
、
23
年
度
に
は
学
部
を
看
護
師
教
育
に
特

化
す
る
と
と
も
に
、
大
学
院
修
士
課
程
に
お
い
て
保
健

師
、
助
産
師
教
育
を
開
始
す
る
な
ど
、
全
国
に
先
駆
け

た
看
護
学
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
も
、
本
学
の
創
生
期
か
ら
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た

方
々
を
は
じ
め
、
後
援
会
の
皆
様
、「
四
つ
葉
会
」
並

び
に
本
学
の
前
身
で
あ
る
厚
生
学
院
の
同
窓
会
「
草
の

実
会
」
の
皆
様
、
教
職
員
等
、
ご
関
係
の
皆
様
方
の
ご

努
力
の
賜
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
今
年
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
文
部
科
学

省
の
「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」
に
よ
る
予
防
的

家
庭
訪
問
実
習
を
本
格
実
施
す
る
と
と
も
に
、
養
護
教

諭
（
一
種
免
許
）
養
成
課
程
の
開
設
や
、
新
た
に
創
設

さ
れ
た
「
特
定
行
為
に
係
る
看
護
師
の
研
修
制
度
」
を

活
用
し
て
、
修
士
課
程
で
の
Ｎ
Ｐ
教
育
を
一
層
充
実
さ

せ
ま
す
。
ま
た
、
将
来
、
多
様
な
保
健
医
療
福
祉
関
係

機
関
で
働
き
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
大
分
県
の
看
護
学
教
育
研
究
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
参
り
ま
す
。
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大分県立看護科学大学
理事長兼学長

村 嶋　幸 代

同
窓
会
『
四
つ
葉
会
』

会
長
ご
あ
い
さ
つ

同
窓
会
『
四
つ
葉
会
』

会
長
ご
あ
い
さ
つ

学
長
あ
い
さ
つ

学
長
あ
い
さ
つ

日
本
文
理
大
学
と
Ｃ
Ｏ
Ｃ
に
つ
い
て

共
同
記
者
会
見
を
開
催

　　
大
学
が
自
治
体
と
連
携
し
、
全
学
的
に
地

域
を
志
向
し
た
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を

進
め
る
こ
と
を
支
援
す
る
文
部
科
学
省
の

「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）

を
実
施
す
る
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
の
村

嶋
幸
代
学
長
と
日
本
文
理
大
学
の
平
居
孝
之

学
長
が
、
４
月
28
日
に
大
分
駅
ビ
ル
「
Ｊ
Ｒ

お
お
い
た
シ
テ
ィ
」
に
お
い
て
共
同
記
者
会

見
を
行
い
、「
大
分
県
に
お
け
る
地
方
創
生

と
”地
（
知
）
の
拠
点“
の
役
割
」
を
テ
ー
マ

に
各
大
学
の
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。

　
村
嶋
学
長
か

ら
は
「
看
護
学

生
に
よ
る
予
防

的
家
庭
訪
問
実

習
」
の
成
果
を

紹
介
し
、
引
き

続
き
行
わ
れ
た

両
大
学
学
長
の

対
談
で
は
、
地

域
と
連
携
し
た

大
の

学
今

教
育
や
研
究
、
大
分
を
担
う
人
材
育
成
に
つ

い
て
今
後
の
展
望
を
述
べ
ま
し
た
。

　
両
大
学
の
「
地
（
知
）
の
拠
点
」
と
し
て

の
活
動
内
容
を
広
く
情
報
発
信
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

特
定
行
為
研
修
指
定
研
修
機
関
に
指

定
さ
れ
ま
し
た

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２

５
年
に
向
け
、
今
後
の
医
療
を
支
え
る
た
め

に
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
手
順
書
に

よ
り
特
定
行
為
を
行
う
看
護
師
に
対
し
、

「
特
定
行
為
研
修
」
の
受
講
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
研
修
制
度
は
、
看
護
師
が
手
順
書

に
よ
り
行
う
特
定
行
為
を
標
準
化
す
る
こ
と

で
、
今
後
の
急
性
期
医
療
や
在
宅
医
療
等
を

支
え
て
い
く
看
護
師
を
計
画
的
に
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
定
行
為
研
修
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
指
定
研
修
機
関
で
行
う
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
本
学
で
こ
の
研
修
を
実
施
で
き
る

よ
う
厚
生
労
働
省
に
申
請
を
行
い
、
８
月
５

日
に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
指
定
書
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

協
会
け
ん
ぽ
大
分
支
部
様
と
包
括
協

定
を
締
結
し
ま
し
た

　
大
分
県
の
医
療
・
保
健
分
野
に
お
け
る
人

材
育
成
と
職
域
・
地
域
社
会
の
健
康
増
進
等

を
目
的
に
、
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
大
分
支
部
様
と
、
３
月
20
日
に
連
携

協
力
に
関
す
る

包
括
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
地

域
社
会
の
保

健
、
医
療
、
福

祉
に
貢
献
で
き

る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま

す
。

評
価
委
員
会
で
最
高
の
Ｓ
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
！

　
本
学
の
第
２
期
中
期
目
標
期
間
（
平
成
24

度
〜
29
年
度
）
で
あ
る
平
成
26
年
度
の
業
績

に
対
す
る
、
地
方
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、「
大
学
の
教
育
研
究
等
の

質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
」
に
つ
い
て
、
特

筆
す
べ
き
進
行
状
況
に
あ
る
と
し
て
「
Ｓ
評

価
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、「
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率

化
に
関
す
る
目
標
」、「
財
務
内
容
の
改
善
に

関
す
る
目
標
」、「
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情

報
の
提
供
に
関
す
る
目
標
」
及
び
「
そ
の
他

業
務
運
営
に
関
す
る
目
標
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
計
画
ど
お
り
と
し
て
Ｓ
評
価
に
次
ぐ
、

「
Ａ
評
価
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
学
は
、
今
後
も
、
県
内
の
看
護
教
育
・

研
究
の
拠
点
と
し
て
中
心
的
役
割
を
担
う
と

と
も
に
、
業
務
運
営
の
効
率
化
等
に
も
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　今回のテーマは「看護職を惹きつける
魅力ある病院づくり」です。

第17回看護国際フォーラム

日時
平成27年10月31日（土）
12：30～17：00
場所
別府ビーコンプラザ 国際会議場

参加費
一般2,000円、学生500円

「看護職の専門性向上 
－マグネットホスピタルからの発信－」
ポーリーン・J・エイブラハム
米国メイヨークリニック 看護教育スペシャリスト
メイヨー医科大学 看護学講師
アウグスブルク大学 准教授

「いきいきと働きつづけられる
職場づくりのプロモーション」
大久保 清子
福井県立大学看護福祉学部 教授
日本看護協会 副会長

講　演

※同時通訳用レシーバーは別途1,000円
　応募方法等の詳細は大学ホームページを
　ご覧ください。
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平
成
二
十
七
年
度

後
援
会
会
長
ご
あ
い
さ
つ

平
成
二
十
七
年
度

後
援
会
会
長
ご
あ
い
さ
つ

　
木
陰
と
ベ
ン
チ

の
あ
る
芝
生
広
場

を
通
っ
て
校
舎
に

入
る
。

　
小
高
い
丘
に
立

つ
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
ど
の
場
所
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
景
色
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
四
季
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
広
い
ガ
ラ
ス
窓
、
３
階
ま
で
吹
き
抜
け
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
な
ど
ゆ
と
り
あ
る
学
舎
は
、
こ
こ
を
訪
れ
た
人
の

気
持
ち
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　
看
護
科
学
を
豊
か
に
学
び
追
求
で
き
る
環
境
の
大
学

で
す
。

　
世
界
と
交
流
し
、
地
域
社
会
と
共
に
歩
む
大
学
、

T
hink globally, act locally!

　
ま
さ
に
次
代
の
看
護

を
創
造
で
き
る
大
学
で
す
。

　
在
学
中
の
学
生
の
皆
さ
ん
は
大
変
恵
ま
れ
て
い
ま
す

ね
。
一
度
し
か
な
い
貴
重
な
時
間
で
す
、
い
ろ
ん
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
素
敵
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
私
も
看
護
科
学
大
学
と
学
生
の
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い

が
で
き
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
後
援
会
と
し
ま
し
て
も
皆
さ
ん
が
喜
び
と
誇
り
を

持
っ
て
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
り
、
将
来
の
夢
に
向

け
て
大
学
を
巣
立
っ
て
い
く
こ
と
を
切
に
望
み
な
が

ら
、
精
一
杯
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
関
係
各
位
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大分県立看護科学大学
後援会会長

早 瀬　康 信

　
こ
の
度
、
本
学

の
同
窓
会
で
あ
る

「
四
つ
葉
会
」
会

長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
、
本
学
７

期
生
の
後
藤
成
人

で
す
。
四
つ
葉
会
の
会
長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
四
つ
葉
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々

ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
四
つ
葉
会
の
活
動
に
対
し
て
、
多

く
の
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
会
は
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
の
１
期
生

が
卒
業
し
た
平
成
14
年
に
創
立
さ
れ
、
今
年
で
13
年
目
と

な
る
若
い
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
設
立
当
時
は
80
名
で

あ
っ
た
卒
業
生
も
今
で
は
千
名
を
超
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
四
つ
葉
会
会
員
の
皆
様
や
、
本
学

の
前
身
で
あ
る
大
分
県
立
厚
生
学
院
同
窓
会
草
の
実
会

会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
13
年
間
本
会
会
長
を
務
め
た
江
月
優
子
前
会

長
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
今
後
も
本
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ

う
会
長
と
し
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
四
つ
葉
会
会
員
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご

活
躍
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大分県立看護科学大学同窓会
四つ葉会会長

後 藤　成 人

　
平
成
10
年
に

開
学
し
た
本
学

も
、
18
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、

平
成
20
年
度
に

は
、
日
本
初
と
な
る
Ｎ
Ｐ（
診
療
看
護
師
）
養
成
コ
ー

ス
を
開
設
し
、
23
年
度
に
は
学
部
を
看
護
師
教
育
に
特

化
す
る
と
と
も
に
、
大
学
院
修
士
課
程
に
お
い
て
保
健

師
、
助
産
師
教
育
を
開
始
す
る
な
ど
、
全
国
に
先
駆
け

た
看
護
学
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
も
、
本
学
の
創
生
期
か
ら
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た

方
々
を
は
じ
め
、
後
援
会
の
皆
様
、「
四
つ
葉
会
」
並

び
に
本
学
の
前
身
で
あ
る
厚
生
学
院
の
同
窓
会
「
草
の

実
会
」
の
皆
様
、
教
職
員
等
、
ご
関
係
の
皆
様
方
の
ご

努
力
の
賜
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
今
年
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
文
部
科
学

省
の
「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」
に
よ
る
予
防
的

家
庭
訪
問
実
習
を
本
格
実
施
す
る
と
と
も
に
、
養
護
教

諭
（
一
種
免
許
）
養
成
課
程
の
開
設
や
、
新
た
に
創
設

さ
れ
た
「
特
定
行
為
に
係
る
看
護
師
の
研
修
制
度
」
を

活
用
し
て
、
修
士
課
程
で
の
Ｎ
Ｐ
教
育
を
一
層
充
実
さ

せ
ま
す
。
ま
た
、
将
来
、
多
様
な
保
健
医
療
福
祉
関
係

機
関
で
働
き
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
大
分
県
の
看
護
学
教
育
研
究
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
参
り
ま
す
。
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大分県立看護科学大学
理事長兼学長

村 嶋　幸 代

同
窓
会
『
四
つ
葉
会
』

会
長
ご
あ
い
さ
つ

同
窓
会
『
四
つ
葉
会
』

会
長
ご
あ
い
さ
つ

学
長
あ
い
さ
つ

学
長
あ
い
さ
つ

日
本
文
理
大
学
と
Ｃ
Ｏ
Ｃ
に
つ
い
て

共
同
記
者
会
見
を
開
催

　　
大
学
が
自
治
体
と
連
携
し
、
全
学
的
に
地

域
を
志
向
し
た
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を

進
め
る
こ
と
を
支
援
す
る
文
部
科
学
省
の

「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）

を
実
施
す
る
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
の
村

嶋
幸
代
学
長
と
日
本
文
理
大
学
の
平
居
孝
之

学
長
が
、
４
月
28
日
に
大
分
駅
ビ
ル
「
Ｊ
Ｒ

お
お
い
た
シ
テ
ィ
」
に
お
い
て
共
同
記
者
会

見
を
行
い
、「
大
分
県
に
お
け
る
地
方
創
生

と
”地
（
知
）
の
拠
点“
の
役
割
」
を
テ
ー
マ

に
各
大
学
の
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。

　
村
嶋
学
長
か

ら
は
「
看
護
学

生
に
よ
る
予
防

的
家
庭
訪
問
実

習
」
の
成
果
を

紹
介
し
、
引
き

続
き
行
わ
れ
た

両
大
学
学
長
の

対
談
で
は
、
地

域
と
連
携
し
た

大
の

学
今

教
育
や
研
究
、
大
分
を
担
う
人
材
育
成
に
つ

い
て
今
後
の
展
望
を
述
べ
ま
し
た
。

　
両
大
学
の
「
地
（
知
）
の
拠
点
」
と
し
て

の
活
動
内
容
を
広
く
情
報
発
信
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

特
定
行
為
研
修
指
定
研
修
機
関
に
指

定
さ
れ
ま
し
た

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２

５
年
に
向
け
、
今
後
の
医
療
を
支
え
る
た
め

に
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
手
順
書
に

よ
り
特
定
行
為
を
行
う
看
護
師
に
対
し
、

「
特
定
行
為
研
修
」
の
受
講
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
研
修
制
度
は
、
看
護
師
が
手
順
書

に
よ
り
行
う
特
定
行
為
を
標
準
化
す
る
こ
と

で
、
今
後
の
急
性
期
医
療
や
在
宅
医
療
等
を

支
え
て
い
く
看
護
師
を
計
画
的
に
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
定
行
為
研
修
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
指
定
研
修
機
関
で
行
う
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
本
学
で
こ
の
研
修
を
実
施
で
き
る

よ
う
厚
生
労
働
省
に
申
請
を
行
い
、
８
月
５

日
に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
指
定
書
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

協
会
け
ん
ぽ
大
分
支
部
様
と
包
括
協

定
を
締
結
し
ま
し
た

　
大
分
県
の
医
療
・
保
健
分
野
に
お
け
る
人

材
育
成
と
職
域
・
地
域
社
会
の
健
康
増
進
等

を
目
的
に
、
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
大
分
支
部
様
と
、
３
月
20
日
に
連
携

協
力
に
関
す
る

包
括
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
地

域
社
会
の
保

健
、
医
療
、
福

祉
に
貢
献
で
き

る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま

す
。

評
価
委
員
会
で
最
高
の
Ｓ
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
！

　
本
学
の
第
２
期
中
期
目
標
期
間
（
平
成
24

度
〜
29
年
度
）
で
あ
る
平
成
26
年
度
の
業
績

に
対
す
る
、
地
方
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、「
大
学
の
教
育
研
究
等
の

質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
」
に
つ
い
て
、
特

筆
す
べ
き
進
行
状
況
に
あ
る
と
し
て
「
Ｓ
評

価
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、「
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率

化
に
関
す
る
目
標
」、「
財
務
内
容
の
改
善
に

関
す
る
目
標
」、「
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情

報
の
提
供
に
関
す
る
目
標
」
及
び
「
そ
の
他

業
務
運
営
に
関
す
る
目
標
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
計
画
ど
お
り
と
し
て
Ｓ
評
価
に
次
ぐ
、

「
Ａ
評
価
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
学
は
、
今
後
も
、
県
内
の
看
護
教
育
・

研
究
の
拠
点
と
し
て
中
心
的
役
割
を
担
う
と

と
も
に
、
業
務
運
営
の
効
率
化
等
に
も
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　今回のテーマは「看護職を惹きつける
魅力ある病院づくり」です。

第17回看護国際フォーラム

日時
平成27年10月31日（土）
12：30～17：00
場所
別府ビーコンプラザ 国際会議場

参加費
一般2,000円、学生500円

「看護職の専門性向上 
－マグネットホスピタルからの発信－」
ポーリーン・J・エイブラハム
米国メイヨークリニック 看護教育スペシャリスト
メイヨー医科大学 看護学講師
アウグスブルク大学 准教授

「いきいきと働きつづけられる
職場づくりのプロモーション」
大久保 清子
福井県立大学看護福祉学部 教授
日本看護協会 副会長

講　演
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　ご覧ください。

2AUGUST  2015　vol.6　風のひろば3 風のひろば　vol.6　2015  AUGUST



　大変お世話になりました。新任地でのご活躍を祈念いた
します。

退職教員のご紹介
　東京医療保健大学東が丘・立川看護学部 看護学科
教授 桜井 礼子 様からメッセージをいただきました。

　大分での17年間は、たくさんの出会いと貴重な経験を
し、充実した日々を過ごせたことに感謝しております。
　現在私が勤務している看護学科の災害看護学コースは、
開設してまだ２年目です。大分県立看護科学大学の開学の
頃を思い出しつつ、これから新たな学風を学生とともに創っ
ていきたいと考えています。６月には、今年東京に就職し
た卒業生に会い、悩みながらも自分の選択した道を一歩一
歩進んでいる姿に、
私もがんばろうとの思
いを強くしました。
　また皆様とお会い
できる日を楽しみにし
ております。

メッセージご紹介

生体科学研究室 教授
濱中 良志

T O P I C S ［トピックス］新任教職員のご紹介

◎事務局グループリーダー紹介

　４月に大分大学医学部細
胞生物学講座から着任し、
解剖・生理学を担当してい
ます。本学では、解剖・生
理学を暗記科目から理解す

る科目に変えたいと思います。
　趣味は、英語とテニスで、テニスは木曜日の
夕方に、職員・学生方と学内のテニスコートで
練習しています。英語は、簡単な単語からなる
表現が好きです。
　今後とも宜しくお願いします。

保健管理学研究室 教授
福田 広美
　４月から看護管理や在宅
看護論等、広域看護学の
領域を担当させて頂いてお
ります。
　在宅看護論実習では、４

年生が大分県内にある２３か所の訪問看護ス
テーションで、看護職の皆様に在宅看護の素晴
らしさを教えて頂いています。
　関係者の皆様に深く感謝申し上げます。

母性看護学研究室 准教授
矢野 美紀
　これまで私は、お産後の
お母さんと赤ちゃんに育児
の楽しさや母子ともに健や
かなる日々の暮らしのために
と研究を手掛けてきました。

　地元大分県に戻ってまいりましたので、これ
からは、これまで育てて頂いた恩返しをと思って
おります。
　ここでまた初心に帰り、何事にも誠実に取り
組み、全力を尽くしたいと思います。どうぞ、よ
ろしくお願いいたします。

成人・老年看護学研究室 助教
甲斐 博美
　４月から成人・老年看護
学研究室に着任いたしまし
た。COCの訪問も始まり、
活気あるスタートとなりまし
た。私の元気の源は、皆さ

んが実習や演習で成長していく姿です。この先
もずっと見守っていきたいと思っています。今後
ともよろしくお願いします。８月からは、NP専任
として活動していきますので、興味のある方は
研究室へどうぞお越しください。

地域看護学研究室 助教
緒方 文子
　大分が大好きで、これま
で何度も旅行には来ていま
したが、このたびご縁が
あって地域看護学研究室に
着任いたしました。

　産業保健分野において健康の保持・増進に
関する研究に取り組んでいます。
　恵まれた学習環境の中で教育や地域貢献の
一助を担うとともに、私自身も成長して行きたい
と考えています。

基礎看護学研究室 助教
石丸 智子
　今年度より基礎看護学研
究室の助教に着任いたしま
した、石丸智子です。以前
は県内の総合病院で働い
ていました。救急看護に関

心があり、研究に取り組んでいます。
　着任後は演習や実習指導の一部を担当させて
いただいています。臨床での経験を生かして看
護学基礎教育や研究、実習指導に取り組みた
いと思っています。よろしくお願いいたします。

母性看護学研究室 助手
江藤 由布子
　私はこれまで東京都内と
県内の総合周産期母子医
療センターに助産師として
勤務し、多くの生命誕生に
携わってまいりました。

　今後は、講義や研究を通して学問を探求する
と共に、自身の臨床経験に基づいて母性看護学
の活きた楽しさや生命の尊さを学生の皆さんに
伝えていきたいと考えています。どうぞ宜しくお
願いいたします。

保健管理学研究室 助手
吉川 加奈子
　10年前に本学を卒業
後、また大分に戻ってきま
した。「在宅看護を活かし
て、その人らしい人生の終
焉を迎えられる環境をつく

りたい。」これが、今の私の夢です。
　大分のおいしいものをたくさん食べて、温泉
につかって、また学生の皆さんと一緒に日々勉
強していきたいと思います。
　元気印で頑張ります。よろしくお願いします。

看護研究交流センター 助教
岩﨑 りほ

総務グループ 橋本 満男
教務学生グループ 浜松 弘一

　全学的に取り組んでいる
予防的家庭訪問実習を担
当します。訪問実習を通し
て、学生の皆さんには、
「地域に暮らす住民の力を

信じること」、「住民と一緒に考え行動するこ
と」、「予防的視点の重要性」を伝えていきたい
です。
　学生の皆さん、「地域」、「予防」について一
緒に考えましょう。よろしくお願いします。

職名 氏　名 退職年月日 在職期間
教授

教授

講師

講師

助教

助教

助教

助手

助手

中林 博道 様

桜井 礼子 様

松本 初美 様

猪俣 理恵 様

河野 梢子 様

江月 優子 様

植田 みゆき 様

水野 優子 様

キット 彩乃 様

平成26年12月31日

平成27年３月31日

平成27年３月31日

平成27年３月31日

平成27年３月31日

平成27年３月31日

平成27年３月31日

平成27年３月31日

平成27年３月31日

2年9月
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1年6月

各々５月１日付けで着任いたしました。
どうぞよろしくお願いします。
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■ 卒業式

　３月18日、卒業証書・学位記授与式
を開催しました。
　学部卒業生82名、大学院修士課程看
護学専攻修了生18名、大学院博士課程
看護学専攻修了生3名、そして大学院
博士課程健康科学専攻初の修了生1名
の一人一人に村嶋学長から卒業証書お
よび学位記が手渡され、「誠におめでと
うございます。これからも看護の技術
を高め、社会に出ても仲間と助け合い、
豊かな人生を送ってほしい。」と式辞が
述べられました。
　心よりお祝い申し上げます。おめで
とうございます。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 国家試験

　２月21日、4年生が看護師国家試験受
験に向けて受験地の福岡市に出発しま
した。
　９時50分から村嶋学長の激励のこと
ばと勝栗の贈呈、梅野教授の掛け声、
４年生代表の決意表明のあと、教職員
が見守る中、笑顔で出発して行きました。
　助産師・保健師国家試験を受験する
大学院生と学生も壮行会に先立ち、福
岡に出発しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 入学式
　４月８日、入学式が執り行われまし
た。今年度は、１年次生83名、大学院
博士前期（修士）課程20名と後期（博士）
課程２名が入学しました。
　新入生の名前が一人ずつ読み上げら
れ、村嶋学長より入学が許可されました。
　学部入学生代表平野真彩さんと大学

院入学生代表衛藤泰秀さんによる入学
生宣誓の後、学長が「看護師の働く場は
地域社会のあらゆるところに広がって
いる。夢を語り合い実現していけるよう
幅広く勉強し、社会から頼られる人材
に育ってほしい。」と式辞を述べました。
　また、二日市副知事が告辞を述べら
れ、ご来賓の方々よりご祝辞を頂きま
した。
　最後に全員で大学歌を斉唱し、屋外
で記念写真を撮りました。
　入学生の皆さん、そしてご家族の皆
様、ご入学おめでとうございます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 全学スポーツ交流会
　４月24日、学年間の学生交流を目的
とした全学スポーツ交流会を開催しま
した。学生と教員からなるコンタクトグ
ループ計28チームが、ドッジビー（フ
ライングディスクを使用したドッジボー
ル）の頂点を目指して熱戦を繰り広げま
した。今年度の優勝チームは「ひらけ大
分」でした。
　交流会当日までのグループでの練習
やチームワーク抜群の試合、メンバー
への熱い声援、おいしい昼食を通して、
学内の交流が深まった有意義な一日と
なりました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 若葉祭
　５月16日、17日に第18回若葉祭（大学
祭）が「Color」をテーマに開催されました。
　ステージ上では、若葉祭実行委員に
よるTAKIOソーラン、富士見が丘長寿
会の皆様によるステージ発表、ミスナー

スコンテストなどが催され、大変盛り
上がりました。
　お笑いライブや健康チェック、お茶
会、ヨガなどにもたくさんの地域の方々
が訪れてくださり、大盛況でした。
　ご支援、ご協力いただきました関係
各位に心よりお礼を申し上げます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ ホームカミングデイ

　５月16日、本学、四つ葉会（本学同
窓会）、草の実会（本学の前身である厚
生学院の同窓会）の共催による、第３回
ホームカミングデイを開催しました。
　本学食堂で交流会を開催し、77名（四
つ葉会22名、草の実会18名、旧教職員
３名、現教職員34名）の同窓生等が集ま
りました。
　村嶋学長、同窓会後藤会長、草の実
会阿南会長の挨拶の後に、本学4年生
の有志によるソーラン節の演舞、卒業
生のスピーチが行われました。
　その後の懇親会は立食スタイルで行
われ、本学に関わりのある多くの方々
や、同窓生の懐かしい顔ぶれなどが集
まり、大盛況のうちに第３回ホームカミ
ングデイが終了しました。
　ご支援、ご協力いただきました関係
各位に心よりお礼を申し上げます。
　また、今後もホームカミングデイは
毎年開催する予定ですので、今後もた
くさんの同窓生の参加をお待ちしてお
ります。



　大変お世話になりました。新任地でのご活躍を祈念いた
します。

退職教員のご紹介
　東京医療保健大学東が丘・立川看護学部 看護学科
教授 桜井 礼子 様からメッセージをいただきました。

　大分での17年間は、たくさんの出会いと貴重な経験を
し、充実した日々を過ごせたことに感謝しております。
　現在私が勤務している看護学科の災害看護学コースは、
開設してまだ２年目です。大分県立看護科学大学の開学の
頃を思い出しつつ、これから新たな学風を学生とともに創っ
ていきたいと考えています。６月には、今年東京に就職し
た卒業生に会い、悩みながらも自分の選択した道を一歩一
歩進んでいる姿に、
私もがんばろうとの思
いを強くしました。
　また皆様とお会い
できる日を楽しみにし
ております。

メッセージご紹介

生体科学研究室 教授
濱中 良志

T O P I C S ［トピックス］新任教職員のご紹介

◎事務局グループリーダー紹介

　４月に大分大学医学部細
胞生物学講座から着任し、
解剖・生理学を担当してい
ます。本学では、解剖・生
理学を暗記科目から理解す

る科目に変えたいと思います。
　趣味は、英語とテニスで、テニスは木曜日の
夕方に、職員・学生方と学内のテニスコートで
練習しています。英語は、簡単な単語からなる
表現が好きです。
　今後とも宜しくお願いします。

保健管理学研究室 教授
福田 広美
　４月から看護管理や在宅
看護論等、広域看護学の
領域を担当させて頂いてお
ります。
　在宅看護論実習では、４

年生が大分県内にある２３か所の訪問看護ス
テーションで、看護職の皆様に在宅看護の素晴
らしさを教えて頂いています。
　関係者の皆様に深く感謝申し上げます。

母性看護学研究室 准教授
矢野 美紀
　これまで私は、お産後の
お母さんと赤ちゃんに育児
の楽しさや母子ともに健や
かなる日々の暮らしのために
と研究を手掛けてきました。

　地元大分県に戻ってまいりましたので、これ
からは、これまで育てて頂いた恩返しをと思って
おります。
　ここでまた初心に帰り、何事にも誠実に取り
組み、全力を尽くしたいと思います。どうぞ、よ
ろしくお願いいたします。

成人・老年看護学研究室 助教
甲斐 博美
　４月から成人・老年看護
学研究室に着任いたしまし
た。COCの訪問も始まり、
活気あるスタートとなりまし
た。私の元気の源は、皆さ

んが実習や演習で成長していく姿です。この先
もずっと見守っていきたいと思っています。今後
ともよろしくお願いします。８月からは、NP専任
として活動していきますので、興味のある方は
研究室へどうぞお越しください。

地域看護学研究室 助教
緒方 文子
　大分が大好きで、これま
で何度も旅行には来ていま
したが、このたびご縁が
あって地域看護学研究室に
着任いたしました。

　産業保健分野において健康の保持・増進に
関する研究に取り組んでいます。
　恵まれた学習環境の中で教育や地域貢献の
一助を担うとともに、私自身も成長して行きたい
と考えています。

基礎看護学研究室 助教
石丸 智子
　今年度より基礎看護学研
究室の助教に着任いたしま
した、石丸智子です。以前
は県内の総合病院で働い
ていました。救急看護に関

心があり、研究に取り組んでいます。
　着任後は演習や実習指導の一部を担当させて
いただいています。臨床での経験を生かして看
護学基礎教育や研究、実習指導に取り組みた
いと思っています。よろしくお願いいたします。

母性看護学研究室 助手
江藤 由布子
　私はこれまで東京都内と
県内の総合周産期母子医
療センターに助産師として
勤務し、多くの生命誕生に
携わってまいりました。

　今後は、講義や研究を通して学問を探求する
と共に、自身の臨床経験に基づいて母性看護学
の活きた楽しさや生命の尊さを学生の皆さんに
伝えていきたいと考えています。どうぞ宜しくお
願いいたします。

保健管理学研究室 助手
吉川 加奈子
　10年前に本学を卒業
後、また大分に戻ってきま
した。「在宅看護を活かし
て、その人らしい人生の終
焉を迎えられる環境をつく

りたい。」これが、今の私の夢です。
　大分のおいしいものをたくさん食べて、温泉
につかって、また学生の皆さんと一緒に日々勉
強していきたいと思います。
　元気印で頑張ります。よろしくお願いします。

看護研究交流センター 助教
岩﨑 りほ

総務グループ 橋本 満男
教務学生グループ 浜松 弘一

　全学的に取り組んでいる
予防的家庭訪問実習を担
当します。訪問実習を通し
て、学生の皆さんには、
「地域に暮らす住民の力を

信じること」、「住民と一緒に考え行動するこ
と」、「予防的視点の重要性」を伝えていきたい
です。
　学生の皆さん、「地域」、「予防」について一
緒に考えましょう。よろしくお願いします。
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教授
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助手

助手

中林 博道 様

桜井 礼子 様

松本 初美 様

猪俣 理恵 様

河野 梢子 様

江月 優子 様

植田 みゆき 様

水野 優子 様

キット 彩乃 様
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1年6月

各々５月１日付けで着任いたしました。
どうぞよろしくお願いします。
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。
筆
者
は
言
語
学
的

立
場
で
、
本
学
の
Ｎ
Ｐ
教
育
体
制
の
構

築
お
よ
び
教
育
と
研
究
を
担
当
し
て
い

ま
す
。Ｎ
Ｐ
国
際
会
議
の
開
催
、Ｎ
Ｐ
養

成
専
門
家
の
招
へ
い
、
本
学
看
護
教
員

の
米
国
視
察
派
遣
を
通
し
、
本
学
は
Ｎ

Ｐ
教
育
に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
蓄
積

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の

関
係
医
療
機
関
の
理
解
と
協
力
を
得

て
、
２
０
０
８
年
、
本
学
は
大
学
院
に

て
「
Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
ま
た
、Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
修
了
生
が
現

場
で
働
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
の

「
医
療
特
区
」
を
内
閣
府
に
申
請
し
、

そ
の
実
現
を
図
る
試
み
が
、
２
０
１
４

年
６
月
に
国
会
に
て
「
特
定
行
為
に
係

る
看
護
師
養
成
制
度
」
法
制
化
に
結
実

し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
本
学
Ｎ
Ｐ
教
育
の
変
遷
を
、

国
際
的
看
護
学
術
誌International 

N
ursing Review

（IN
R

）
に
発
表
し
て

い
ま
す
（Fukuda, M

IY
A
U
CH
I, T
onai 

et al. T
he first nurse practitioner 

graduate program
m
e in Japan. IN

R, 

61, 487-490, 2014.

）。
ま
た
、
本
誌
２
０

１
４
年
４
号
に
て
本
学
小
野
美
喜
教
授
が

紹
介
し
た
研
究
に
つ
い
て
も
先
のIN

R

に

報
告
し
て
い
ま
す
（O

no, M
IY
A
U
CH
I, 

E
dzuki et al. Japanese nurse 
practitioner practice and outcom

es 
in a nursing hom

e. IN
R, 62, 275-279, 

2015.

）。
米
国
コ
ロ
ラ
ド
大
学
看
護
学
部

の
名
誉
教
授K

athy M
agilvy

先
生
の
助

言
を
得
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
「
診

療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）」
の
教
育
養
成
と
そ

の
修
了
生
た
ち
の
現
場
で
の
活
躍
成
果

を
研
究
論
文
と
し
て
世
界
に
発
信
す
べ

く
、
２
０
１
５
年
も
新
た
な
研
究
論
文

の
国
際
学
術
誌
へ
の
投
稿
を
準
備
中
で

す
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費

助
成
金
を
活
用
し
、
本
年
７
月
に
は
Ｎ

Ｐ
発
祥
の
地
コ
ロ
ラ
ド
大
学
大
学
院
を

訪
問
視
察
し
、
そ
の
後
、
全
米
Ｎ
Ｐ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
、
米
国
で
の

Ｎ
Ｐ
に
関
す
る
最
新
情
報
を
収
集
す
る

機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
日
本
の
診
療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）

の
進
化
発
展
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
、
中
高
年
の
自
殺

は
減
少
傾
向
で
す
が
、
若
者
の
自
殺
は

増
え
て
い
ま
す
。

　
若
者
の
中
に
は
、
命
に
関
わ
ら
な
い

程
度
に
自
分
を
傷
つ
け
る
自
傷
患
者
も

増
え
て
お
り
、
そ
の
後
の
自
殺
リ
ス
ク

は
高
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

自
傷
者
を
含
め
自
殺
未
遂
者
へ
の
対
応

は
、
そ
の
後
の
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
重

要
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
命
を
救
う
場
所
で
あ
る
救

急
部
門
の
看
護
師
は
、
自
ら
身
体
を
傷

つ
け
て
受
診
し
た
患
者
に
対
し
否
定
的

な
感
情
を
抱
き
や
す
く
、
対
応
に
不
安

や
困
難
を
感
じ
患
者
を
回
避
す
る
傾
向

に
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
救
急
部
門
の
看
護
師
に
、
自

傷
患
者
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る

か
、
ど
ん
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
調

査
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
看
護
師
は

自
傷
患
者
の
救
命
と
傾
聴
に
努
め
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、「
処
置
が
終
わ
っ
た

ら
そ
っ
と
し
て
お
く
」、「
あ
た
り
さ
わ

り
な
く
関
わ
る
」
と
い
っ
た
回
避
的
関

わ
り
を
す
る
看
護
師
も
８
割
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。

　
自
傷
に
よ
り
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、「
自
傷
を
や
め

る
よ
う
説
得
」
し
た
り
、「
叱
る
」
こ
と

は
推
奨
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
関
わ
り

は
１
割
以
下
で
し
た
。
し
か
し
、
再
企

図
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
な
が
る

「
ど
ん
な
理
由
で
自
傷
し
た
の
か
た
ず

ね
る
」
の
が
５
割
、「
死
に
た
い
か
ど
う

か
た
ず
ね
る
」
の
は
３
割
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

　
看
護
師
の
認
識
の
面
で
は
、「
自
傷
患

者
に
関
わ
る
と
嫌
な
気
分
に
な
る
」「
自

分
で
傷
つ
け
た
の
に
助
け
を
求
め
て
く

る
の
は
腹
立
た
し
い
」
と
否
定
的
感
情

を
持
っ
て
い
る
の
は
４
割
で
し
た
が
、

「
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

く
て
不
安
」
と
７
割
が
答
え
、
自
分
に

は
知
識
・
技
術
が
な
い
と
認
識
し
て
い

る
看
護
師
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
一
方
で
、
自
傷
患
者
に
積
極
的
に
関

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
看
護
師
の
特
徴

は
、
こ
れ
ま
で
に
対
応
し
た
自
傷
患
者

の
数
が
多
い
こ
と
、
自
傷
患
者
の
看
護

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
こ
と
、
自

分
の
気
持
ち
を
同
僚
に
表
現
で
き
る
こ

と
、
対
応
す
る
時
の
不
安
が
低
い
こ

と
、
救
急
で
研
修
を
受
け
た
こ
と
、
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
看
護
師
自
身
が
、
自
傷
患
者

に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
と
良
い
か
を

学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
実
際
の
対

応
を
看
護
師
個
人
に
ま
か
せ
る
の
で
は

な
く
、
院
内
の
体
制
と
し
て
準
備
す
る

こ
と
を
通
し
て
看
護
師
の
不
安
を
軽
減

し
、
自
傷
患
者
へ
の
看
護
の
や
り
が
い

感
を
高
め
る
こ
と
が
適
切
な
関
わ
り
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

　
今
後
は
、
組
織
と
し
て
の
ケ
ア
の
準

備
を
視
点
に
検
討
し
、
自
傷
患
者
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
救
急
部
門
の
看
護
師
へ
の

支
援
と
な
る
研
究
を
続
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

救
急
部
門
で
勤
務
す
る
看
護
師
は

自
傷
患
者
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か

診
療
看
護
師
教
育
と
修
了
生
の
活
躍

精神看護学研究室 講師

杉本　圭以子

大分赤十字病院 看護師

宮本 義定さん（11期生）

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

言語学研究室 准教授

宮内　信治

研　究　紹　介
Re se a rch  i nt roduc t ion  

日本赤十字社医療センター
助産師

姫野 詩織さん（11期生）

等
、
様
々
な
こ
と
を
考
え
、
予
測
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
て
も
難
し

い
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
置
か
れ
た

子
ど
も
や
家
族
を
前
に
、「
本
当
に
こ

れ
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
悩
み
迷
う

こ
と
は
今
で
も
多
々
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
彼
ら
の
発
し
て
い
る
サ
イ
ン

を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
読
み
解
き
な
が
ら

接
す
る
こ
と
を
私
は
大
切
に
し
て
き
ま

し
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の

将
来
を
見
据
え
た
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
ケ
ア
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思

い
ま
す
。

　
よ
り
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
の
支

え
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
助

産
師
と
し
て
」
自
己
研
鑽
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
成
長
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
私
は
本
学
を
平
成
23
年
度
に
卒
業

し
、
東
京
に
あ
る
大
森
赤
十
字
病
院
に

就
職
し
ま
し
た
。
　

　
一
年
目
は
消
化
器
・
泌
尿
器
・
眼
・

乳
腺
外
科
の
混
合
病
棟
で
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。
一
年
目
で
あ
り
日
々
新
た
な

経
験
を
通
し
て
、
多
く
の
学
び
・
気
付

き
を
得
る
毎
日
で
し
た
。
毎
日
必
死
に

仕
事
と
勉
強
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し

た
。

　
術
後
の
患
者
さ
ん
の
経
過
は
早
く
、

入
院
期
間
も
短
い
た
め
、
ど
の
よ
う
に

し
て
患
者
さ
ん
と
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
く
か
悩
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
先

輩
や
同
期
に
助
言
を
も
ら
い
、
支
え
て

い
た
だ
き
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
一
年
目
で
経
験
し
た
こ
と
は
、
と
て

も
印
象
深
く
今
の
自
分
自
身
の
支
え
や

自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
二
年
目

か
ら
は
大
分
赤
十
字
病
院
に
転
入
し
、

こ
こ
で
は
糖
尿
病
・
膠
原
病
内
科
、
歯

科
・
口
腔
外
科
で
の
勤
務
と
な
り
ま
し

た
。

　
外
科
病
棟
か
ら
内
科
病
棟
へ
の
異
動

は
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
期
待
よ
り
も
不
安
が
大
き

か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
実
際
に
勤
務
し
て
み
て
疾
患
に
よ

る
違
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
患
者
さ
ん

と
関
わ
る
中
で
、
基
本
的
な
看
護
の
姿

勢
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
事
を
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
１
年
目
の
外
科

病
棟
で
の
経
験
や
知
識
は
、
複
数
の
既

往
歴
を
持
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
や
、
手

術
前
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
入
院
し

て
い
る
患
者
さ
ん
へ
の
関
わ
り
で
は
と

て
も
役
立
ち
ま
し
た
。

　
現
在
は
新
し
く
神
経
内
科
が
編
入
さ

れ
４
科
の
混
合
病
棟
と
な
っ
て
い
ま

す
。
神
経
内
科
で
は
状
態
の
観
察
に
注

意
が
必
要
な
患
者
さ
ん
も
多
く
、
急
変

の
場
に
幾
度
も
立
ち
会
い
ま
し
た
。
最

初
の
頃
は
急
変
の
場
面
で
何
も
で
き
ず

に
慌
て
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

経
験
を
経
て
急
変
時
の
看
護
に
つ
い
て

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
急

変
時
の
看
護
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
く

中
で
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
に
興
味
を
持
ち
、
現
在

は
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

目
標
に
日
々
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
に

寄
り
添
い
な
が
ら
看
護
が
提
供
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

「在宅看護論実習」
　地域で暮らす在宅療養者の生活は、病院実習からでは中々想像するこ
とができないと思いました。
　在宅療養者は、地域で、疾患や障がいをもちながらも“その人らしく”家族
や地域の人たちと一緒に生活していました。私は3歳の男の子を受け持ち、
疾患より恐らく入院生活ではベッド上安静の状態になる可能性がある子で
した。しかしその男の子は自宅で医師の診療や訪問看護を受け、様々な問
題を抱えながらも、成長発達にあった人との関わりや遊びをしながら普通の
お子さんとほぼ変わらない生活を送っていました。
　疾患・障がいがある、入院などは、その人の人生のなかのほんの一部の姿
にしか過ぎないと思いました。
　訪問看護では、療養者とその家族の生活スタイルを
維持しながらもその治療的な部分に関わるために、生
活や今までの人生、地域の特色などから、その対象者
の方の全体像を捉えることがとても大切だと、今回の
在宅看護論実習で学びました。

４年次生　北野 真菜

「総合看護学実習」
　私は大分県立病院の小児科病棟で5歳の幼児を受け持
ち、疾患や治療についてだけでなく、長期入院によるストレ
スや付き添いの母親の不安、発達段階など多角的視点から
児を捉えることを心掛けました。援助や遊びを通して患児と
じっくり関わり、児の言動から言葉で伝えられない苦痛や思
いを汲み取る力を養えました。　　
　理解力や発達段階を踏まえて、薬の副作用についての絵
本や感染予防行動を促すポスターを手作りし、児と楽しく病
気について考える機会を設けるなど、学生として出来ること
を精一杯行いました。児と家族の笑顔が
頑張れる源となり、最後まで楽しく学び
のある実習となりました。
　看護師になっても患者への思いやり
を忘れずに患者本位の看護を提供した
いです。

4年次生　竹島舞季子

看護実習を終えて
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み
な
さ
ん
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
新
生
児
集

中
治
療
室
）
と
聞
い
て
ど
ん
な
世
界
を

思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？ 

私
が
抱
い
て
い

た
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
暗
い
、

悲
し
い
、
か
わ
い
そ
う
」
と
い
う
マ
イ

ナ
ス
な
も
の
で
し
た
。

　
そ
ん
な
私
は
、
平
成
23
年
度
に
本
学

を
卒
業
し
、
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン

タ
ー
に
助
産
師
と
し
て
入
職
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
産
科
配
属
を
希
望
し

て
。
し
か
し
入
社
式
で
通
知
さ
れ
た
私

の
配
属
先
は
、
奇
し
く
も
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で

し
た
。

　
治
療
が
行
わ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

を
、Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
初
め
て
目
に
し
た
私

の
正
直
な
感
想
は
や
は
り
、「
か
わ
い

そ
う
」
で
し
た
。
想
像
以
上
の
子
ど
も

の
小
さ
さ
に
愕
然
と
し
、
触
れ
た
だ
け

で
壊
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
小
さ
な
生
命

を
前
に
、
恐
怖
す
ら
覚
え
ま
し
た
。
し

か
し
、
懸
命
に
生
き
よ
う
と
す
る
子
ど

も
た
ち
の
力
強
い
生
命
を
日
々
目
の
当

た
り
に
し
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
私

の
感
情
は
、「
か
わ
い
い
」「
愛
お
し
い
」

へ
と
次
第
に
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

子
ど
も
を
育
て
、
家
族
を
つ
く
っ
て
い

く
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
、
私
自
身
も
日
々
育
て

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
言
葉
と
し
て
自
ら
の
意
思
を
伝
え
る

こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
の
看
護

を
行
う
こ
と
は
、
何
を
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
、
ど
ん
な
状
況
な
の
か
、
苦
し

い
の
か
、
痛
い
の
か
、
嬉
し
い
の
か…

　
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
（
Ｎ

Ｐ
）
と
は
、
医
学
的
知
識
と
高
度
な
技

術
を
兼
ね
備
え
た
高
度
実
践
看
護
師
の

職
種
の
一
つ
で
す
。
１
９
６
５
年
、
米

国
コ
ロ
ラ
ド
大
学
で
育
成
が
開
始
さ
れ

た
Ｎ
Ｐ
は
、
そ
の
後
様
々
な
国
で
導
入

さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
は
、
米
国

Ｎ
Ｐ
育
成
開
始
か
ら
40
年
経
っ
た
２
０

０
５
年
に
「
Ｎ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
筆
者
は
言
語
学
的

立
場
で
、
本
学
の
Ｎ
Ｐ
教
育
体
制
の
構

築
お
よ
び
教
育
と
研
究
を
担
当
し
て
い

ま
す
。Ｎ
Ｐ
国
際
会
議
の
開
催
、Ｎ
Ｐ
養

成
専
門
家
の
招
へ
い
、
本
学
看
護
教
員

の
米
国
視
察
派
遣
を
通
し
、
本
学
は
Ｎ

Ｐ
教
育
に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
蓄
積

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の

関
係
医
療
機
関
の
理
解
と
協
力
を
得

て
、
２
０
０
８
年
、
本
学
は
大
学
院
に

て
「
Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
ま
た
、Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
修
了
生
が
現

場
で
働
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
の

「
医
療
特
区
」
を
内
閣
府
に
申
請
し
、

そ
の
実
現
を
図
る
試
み
が
、
２
０
１
４

年
６
月
に
国
会
に
て
「
特
定
行
為
に
係

る
看
護
師
養
成
制
度
」
法
制
化
に
結
実

し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
本
学
Ｎ
Ｐ
教
育
の
変
遷
を
、

国
際
的
看
護
学
術
誌International 

N
ursing Review

（IN
R

）
に
発
表
し
て

い
ま
す
（Fukuda, M

IY
A
U
CH
I, T
onai 

et al. T
he first nurse practitioner 

graduate program
m
e in Japan. IN

R, 

61, 487-490, 2014.

）。
ま
た
、
本
誌
２
０

１
４
年
４
号
に
て
本
学
小
野
美
喜
教
授
が

紹
介
し
た
研
究
に
つ
い
て
も
先
のIN

R

に

報
告
し
て
い
ま
す
（O

no, M
IY
A
U
CH
I, 

E
dzuki et al. Japanese nurse 
practitioner practice and outcom

es 
in a nursing hom

e. IN
R, 62, 275-279, 

2015.

）。
米
国
コ
ロ
ラ
ド
大
学
看
護
学
部

の
名
誉
教
授K

athy M
agilvy

先
生
の
助

言
を
得
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
「
診

療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）」
の
教
育
養
成
と
そ

の
修
了
生
た
ち
の
現
場
で
の
活
躍
成
果

を
研
究
論
文
と
し
て
世
界
に
発
信
す
べ

く
、
２
０
１
５
年
も
新
た
な
研
究
論
文

の
国
際
学
術
誌
へ
の
投
稿
を
準
備
中
で

す
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費

助
成
金
を
活
用
し
、
本
年
７
月
に
は
Ｎ

Ｐ
発
祥
の
地
コ
ロ
ラ
ド
大
学
大
学
院
を

訪
問
視
察
し
、
そ
の
後
、
全
米
Ｎ
Ｐ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
、
米
国
で
の

Ｎ
Ｐ
に
関
す
る
最
新
情
報
を
収
集
す
る

機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
日
本
の
診
療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）

の
進
化
発
展
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
、
中
高
年
の
自
殺

は
減
少
傾
向
で
す
が
、
若
者
の
自
殺
は

増
え
て
い
ま
す
。

　
若
者
の
中
に
は
、
命
に
関
わ
ら
な
い

程
度
に
自
分
を
傷
つ
け
る
自
傷
患
者
も

増
え
て
お
り
、
そ
の
後
の
自
殺
リ
ス
ク

は
高
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

自
傷
者
を
含
め
自
殺
未
遂
者
へ
の
対
応

は
、
そ
の
後
の
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
重

要
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
命
を
救
う
場
所
で
あ
る
救

急
部
門
の
看
護
師
は
、
自
ら
身
体
を
傷

つ
け
て
受
診
し
た
患
者
に
対
し
否
定
的

な
感
情
を
抱
き
や
す
く
、
対
応
に
不
安

や
困
難
を
感
じ
患
者
を
回
避
す
る
傾
向

に
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
救
急
部
門
の
看
護
師
に
、
自

傷
患
者
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る

か
、
ど
ん
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
調

査
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
看
護
師
は

自
傷
患
者
の
救
命
と
傾
聴
に
努
め
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、「
処
置
が
終
わ
っ
た

ら
そ
っ
と
し
て
お
く
」、「
あ
た
り
さ
わ

り
な
く
関
わ
る
」
と
い
っ
た
回
避
的
関

わ
り
を
す
る
看
護
師
も
８
割
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。

　
自
傷
に
よ
り
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、「
自
傷
を
や
め

る
よ
う
説
得
」
し
た
り
、「
叱
る
」
こ
と

は
推
奨
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
関
わ
り

は
１
割
以
下
で
し
た
。
し
か
し
、
再
企

図
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
な
が
る

「
ど
ん
な
理
由
で
自
傷
し
た
の
か
た
ず

ね
る
」
の
が
５
割
、「
死
に
た
い
か
ど
う

か
た
ず
ね
る
」
の
は
３
割
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

　
看
護
師
の
認
識
の
面
で
は
、「
自
傷
患

者
に
関
わ
る
と
嫌
な
気
分
に
な
る
」「
自

分
で
傷
つ
け
た
の
に
助
け
を
求
め
て
く

る
の
は
腹
立
た
し
い
」
と
否
定
的
感
情

を
持
っ
て
い
る
の
は
４
割
で
し
た
が
、

「
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

く
て
不
安
」
と
７
割
が
答
え
、
自
分
に

は
知
識
・
技
術
が
な
い
と
認
識
し
て
い

る
看
護
師
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
一
方
で
、
自
傷
患
者
に
積
極
的
に
関

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
看
護
師
の
特
徴

は
、
こ
れ
ま
で
に
対
応
し
た
自
傷
患
者

の
数
が
多
い
こ
と
、
自
傷
患
者
の
看
護

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
こ
と
、
自

分
の
気
持
ち
を
同
僚
に
表
現
で
き
る
こ

と
、
対
応
す
る
時
の
不
安
が
低
い
こ

と
、
救
急
で
研
修
を
受
け
た
こ
と
、
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
看
護
師
自
身
が
、
自
傷
患
者

に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
と
良
い
か
を

学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
実
際
の
対

応
を
看
護
師
個
人
に
ま
か
せ
る
の
で
は

な
く
、
院
内
の
体
制
と
し
て
準
備
す
る

こ
と
を
通
し
て
看
護
師
の
不
安
を
軽
減

し
、
自
傷
患
者
へ
の
看
護
の
や
り
が
い

感
を
高
め
る
こ
と
が
適
切
な
関
わ
り
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

　
今
後
は
、
組
織
と
し
て
の
ケ
ア
の
準

備
を
視
点
に
検
討
し
、
自
傷
患
者
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
救
急
部
門
の
看
護
師
へ
の

支
援
と
な
る
研
究
を
続
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

救
急
部
門
で
勤
務
す
る
看
護
師
は

自
傷
患
者
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か

診
療
看
護
師
教
育
と
修
了
生
の
活
躍

精神看護学研究室 講師

杉本　圭以子

大分赤十字病院 看護師

宮本 義定さん（11期生）

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

言語学研究室 准教授

宮内　信治

研　究　紹　介
Re se a rch  i nt roduc t ion  

日本赤十字社医療センター
助産師

姫野 詩織さん（11期生）

等
、
様
々
な
こ
と
を
考
え
、
予
測
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
て
も
難
し

い
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
置
か
れ
た

子
ど
も
や
家
族
を
前
に
、「
本
当
に
こ

れ
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
悩
み
迷
う

こ
と
は
今
で
も
多
々
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
彼
ら
の
発
し
て
い
る
サ
イ
ン

を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
読
み
解
き
な
が
ら

接
す
る
こ
と
を
私
は
大
切
に
し
て
き
ま

し
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の

将
来
を
見
据
え
た
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
ケ
ア
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思

い
ま
す
。

　
よ
り
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
の
支

え
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
助

産
師
と
し
て
」
自
己
研
鑽
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
成
長
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
私
は
本
学
を
平
成
23
年
度
に
卒
業

し
、
東
京
に
あ
る
大
森
赤
十
字
病
院
に

就
職
し
ま
し
た
。
　

　
一
年
目
は
消
化
器
・
泌
尿
器
・
眼
・

乳
腺
外
科
の
混
合
病
棟
で
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。
一
年
目
で
あ
り
日
々
新
た
な

経
験
を
通
し
て
、
多
く
の
学
び
・
気
付

き
を
得
る
毎
日
で
し
た
。
毎
日
必
死
に

仕
事
と
勉
強
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し

た
。

　
術
後
の
患
者
さ
ん
の
経
過
は
早
く
、

入
院
期
間
も
短
い
た
め
、
ど
の
よ
う
に

し
て
患
者
さ
ん
と
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
く
か
悩
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
先

輩
や
同
期
に
助
言
を
も
ら
い
、
支
え
て

い
た
だ
き
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
一
年
目
で
経
験
し
た
こ
と
は
、
と
て

も
印
象
深
く
今
の
自
分
自
身
の
支
え
や

自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
二
年
目

か
ら
は
大
分
赤
十
字
病
院
に
転
入
し
、

こ
こ
で
は
糖
尿
病
・
膠
原
病
内
科
、
歯

科
・
口
腔
外
科
で
の
勤
務
と
な
り
ま
し

た
。

　
外
科
病
棟
か
ら
内
科
病
棟
へ
の
異
動

は
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
期
待
よ
り
も
不
安
が
大
き

か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
実
際
に
勤
務
し
て
み
て
疾
患
に
よ

る
違
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
患
者
さ
ん

と
関
わ
る
中
で
、
基
本
的
な
看
護
の
姿

勢
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
事
を
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
１
年
目
の
外
科

病
棟
で
の
経
験
や
知
識
は
、
複
数
の
既

往
歴
を
持
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
や
、
手

術
前
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
入
院
し

て
い
る
患
者
さ
ん
へ
の
関
わ
り
で
は
と

て
も
役
立
ち
ま
し
た
。

　
現
在
は
新
し
く
神
経
内
科
が
編
入
さ

れ
４
科
の
混
合
病
棟
と
な
っ
て
い
ま

す
。
神
経
内
科
で
は
状
態
の
観
察
に
注

意
が
必
要
な
患
者
さ
ん
も
多
く
、
急
変

の
場
に
幾
度
も
立
ち
会
い
ま
し
た
。
最

初
の
頃
は
急
変
の
場
面
で
何
も
で
き
ず

に
慌
て
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

経
験
を
経
て
急
変
時
の
看
護
に
つ
い
て

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
急

変
時
の
看
護
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
く

中
で
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
に
興
味
を
持
ち
、
現
在

は
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

目
標
に
日
々
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
に

寄
り
添
い
な
が
ら
看
護
が
提
供
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

「在宅看護論実習」
　地域で暮らす在宅療養者の生活は、病院実習からでは中々想像するこ
とができないと思いました。
　在宅療養者は、地域で、疾患や障がいをもちながらも“その人らしく”家族
や地域の人たちと一緒に生活していました。私は3歳の男の子を受け持ち、
疾患より恐らく入院生活ではベッド上安静の状態になる可能性がある子で
した。しかしその男の子は自宅で医師の診療や訪問看護を受け、様々な問
題を抱えながらも、成長発達にあった人との関わりや遊びをしながら普通の
お子さんとほぼ変わらない生活を送っていました。
　疾患・障がいがある、入院などは、その人の人生のなかのほんの一部の姿
にしか過ぎないと思いました。
　訪問看護では、療養者とその家族の生活スタイルを
維持しながらもその治療的な部分に関わるために、生
活や今までの人生、地域の特色などから、その対象者
の方の全体像を捉えることがとても大切だと、今回の
在宅看護論実習で学びました。

４年次生　北野 真菜

「総合看護学実習」
　私は大分県立病院の小児科病棟で5歳の幼児を受け持
ち、疾患や治療についてだけでなく、長期入院によるストレ
スや付き添いの母親の不安、発達段階など多角的視点から
児を捉えることを心掛けました。援助や遊びを通して患児と
じっくり関わり、児の言動から言葉で伝えられない苦痛や思
いを汲み取る力を養えました。　　
　理解力や発達段階を踏まえて、薬の副作用についての絵
本や感染予防行動を促すポスターを手作りし、児と楽しく病
気について考える機会を設けるなど、学生として出来ること
を精一杯行いました。児と家族の笑顔が
頑張れる源となり、最後まで楽しく学び
のある実習となりました。
　看護師になっても患者への思いやり
を忘れずに患者本位の看護を提供した
いです。

4年次生　竹島舞季子

看護実習を終えて
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附属図書館から「附属図書館吊り天井
耐震化工事」に伴う利用制限について
お知らせです。
　工事期間（2015年８月～ 11月＜予定＞）では、図
書館１階半分が工事区域となります。
　工事区域にある資料は工事区域外に移動し、図
書館の通常サービスをできる限り維持したいと考
えていますが、やむを得ず一部設備・資料につい
て利用制限を行います。
　ご不便をおかけして申し訳ございませんが、ご
了承くださいますようお願いいたします。

大分県立看護科学大学附属図書館
TEL 097-586-4330
http://www.oita-nhs.ac.jp/library/

Information［お知らせ］

○の中に正しい文字を入れ、下記のとおりハガ
キでご応募いただくか、クイズの答えなど１～５ま
でを記載してメール（somu@oita-nhs.ac.jp）で
ご応募ください。正解者の中から抽選で３名様
に図書カード（2，000円分）をプレゼントします。
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食中毒予防の
三原則と10箇条
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【締め切り】 9月末日 当日消印有効

看護ひとくち
メ
モ
　食中毒の原因には細菌やウイルスがありますが、梅
雨時から９月頃までは高温多湿な状態が続き、細菌がも
たらす食中毒が多く発生します。
　食事の準備をするときには、食中毒予防の三原則、
細菌を「つけない」「増やさない」、加熱等で「やっつける」
を心がけ、食中毒を防ぎましょう。

食中毒予防の三原則
1　食中毒の原因菌をつけない
2　食中毒の原因菌を増やさない
3　食中毒の原因菌をやっつける

食中毒予防の10か条

8月
9 月

10 月

11 月

12 月

29日（土）

5日（土）
4日（金）～11月27日（金）

30日（水）

1日（木）
31日（土）

21日（土）

10日（木）～11日（金）
24日（木）

大学院入学試験

夏季休業終了
成人急性期実習、成人・
老年看護学慢性期実習、
小児・母性･精神看護学
実習（３年次生）
前期授業終了

後期授業開始
看護国際フォーラム

特別選抜試験
（推薦・社会人）

卒業研究発表会
冬季休業開始

Schedule［スケジュール］

注）スケジュールは、変更になる場合があります。

　ご寄附は、大学の運営のため、大切に活用させ
ていただきます。

韓国カトリック大学看護学科
Ｎａｍ-ｋｉｍ教授 様

ご寄附ありがとうございました
第１条

第２条

第３条

第４条

第５条

第６条

第７条

第８条

第９条

第10条

調理の前によく手を洗うこと。直接手で食べ
物に触れるときはまめに洗うことが必要。食べ
る前には必ず手を洗う。
包丁、まな板、布巾などは、洗剤でよく洗い、
日光や熱湯で消毒する。
煮物、焼き物は十分火を通す。肉やモツ、
鶏卵の中に菌がいる。
臭いや新鮮度に気をつける。危ないと感じた
ら思い切って捨てる。
夏季には生ものを避ける。酢を上手に使うの
も一法。
冷蔵庫を過信しないこと、頻繁なドアの開け
閉めを避ける。週１回は庫内のそうじをする。
調理台や流しはいつも清潔に保つ。流しの生
ごみを放置しない。
子供がペットなどと遊んだ後、よく手を洗わせ
る。犬、猫、ミドリガメからも病原菌がうつる。
海外旅行では、生水を飲まない。生ものを食
べない。オンザロックの氷も要注意。
からだが弱っているとき、疲れているときは消
化のよい、よく火の通った食べ物をとること。


